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●観測概要 
 2000 年 10 月 06 日に発生した鳥取県西部地震（Mjma7.3）の震源域周辺の地殻不均質構造を推定するために，
東北大学・愛媛大学・山形大学は合同で余震域およびその周辺の 4 箇所（アレイA01：日南町北部，アレイA02：
米子市・西伯町，アレイA03：新見市北部，アレイ A04：江府町）に小スパンアレイを展開し，臨時余震観測を行っ
た．それぞれのアレイは，50m 間隔で配置された20～30 点の 2Hz または4.5Hz の３成分地震計によって構成され，
センサーからの出力信号はDATレコーダーにサンプリング周波数100Hzで連続収録された．これらのアレイで，2000
年 10 月 11 日から 12 月 04 日にかけて観測を行い，北北西-南南東方向に約30km にわたって分布する余震のほか，
鳥取・島根県境付近や大山近傍の地震を多数観測することができた． 
●震源域周辺の地殻内不均質構造 
 アレイA01・A02 で観測された余震のうち，余震域北側で発生した複数のイベントの記録波形中に明瞭な後続
波が観測された．この後続波の特徴として，（１）直達Ｐ波の到達の約 0.5～1.5 秒後に観測されている，（２）上
下動成分において大振幅である，（３）直達Ｓ波の到達に先行して到達しているものの，直達Ｓ波到達までの時間
差はイベント毎にかなりばらついている，などが挙げられる．また，センブランス解析の結果から，これらの後続
波は，直達Ｐ波とほぼ同じ到来方向を持ち，直達Ｐ波とほぼ同じまたはやや小さいスローネスを持つことが分かっ
た．したがって，確認されている後続波は，アレイ直下での変換波ではなく，余震の震源近傍または震源よりもや
や深い位置で励起されたＰＰまたはＳＰ散乱波（反射波を含む）である可能性が高い．一方，同じアレイA01・A02
で観測された余震でも，余震域南側で発生したイベントの記録波形上では，対応する波群が不明瞭なものまたは確
認できないものが多かった．さらに，アレイ A03・A04 の記録波形上では，余震すべての記録波形に対して，対応
する波群は不明瞭または確認できなかった．このように「明瞭な後続波」が観測されない震源―アレイの組み合わ
せが存在する要因としては，ランダム不均質による影響なども考慮すべきであるものの，上述の後続波を励起する
強い不均質構造が余震域北部に局在している可能性が考えられる． 
●地殻深部起源の後続波 
 アレイA03・A04 で観測された余震のうち，余震域北側で発生した複数のイベントの記録波形中にはＳ波後続
波が見られる．特に，アレイA03 で観測された直達Ｓ波到達の約７～８秒後に到達する顕著な後続波は，水平動成
分の記録上でより明瞭に確認できる．この後続波が水平な反射面での反射Ｓ波であると仮定すると，反射点の深さ
は約 30km と推定され，モホ面での反射Ｓ波（SmS 波）を見ている可能性がある．また，この反射点の付近で深部
低周波地震が観測されていた［科学技術庁防災科学技術研究所（2000）］ことは，この反射面の成因を考える上で
興味深い． 
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